
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私学の合格通知が、家にドンドン届いていると思いますが 

一般入学者選抜の志願校を決めるにあたって 

明日から２月 16・17・18 日は一般選抜個人進路懇談会＜前半＞ 

◆一般入学者選抜は･･･････････････・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  ①全日制の課程普通科 ・・・泉陽・金岡 などなど 

  ②全日制の課程専門学科・・・商業・工業・国際文化・総合科学・文理などなど 

  ③全日制の課程総合学科・・・堺東・今宮など 

  ④全日制の課程総合学科（クリエイティブスクール）東住吉総合のみ 

  ⑤定時制の課程・・・和泉総合・堺工科・三国丘・堺市立堺などなど 

  ⑥通信制の課程(大阪府立桃谷高等学校)のみ 

◆これら①～⑥は受検日が同じですから、どの課程を選択すればよいのかを保護者や担任と

しっかりと話し合うこと。 この課程の違いは「学び方」の違いでもあります。 

 ・昼間に学ぶ・夜間に学ぶ・午後から学ぶ 

 ・家で学ぶ・スクーリングに参加する 

 ・単位制・学年制・３年間ではなく４年間で学ぶ 

など、その違いも十分に理解して進路選択に臨むこと。 

 

◆また、普通科か？専門学科なのか？文理学科なのか？総合学科なのか？それとも普通科

単位制なのか？・・・ 本当に選択肢が多いので、それぞれの「学科」の違いを見定め、

自分にあった高校を選んでください。  

 

◆でも選択の中心は、①～③でしょう。特に①普通科は、②の専門学科のようなハッキリし

た学校の特色はありません。 

登美丘・泉陽・東百舌鳥など「どこがどう違うか」と言われてもね。確かに校風はあると

思うけど、抽象的だからなぁ・・・まぁ交通の便はどうか？部活動はどうか？修学旅行の

行き先などが判断基準の項目かな。 

だから結局、普通科の場合、「受検学力」や「大学進学先や就職先はどうか？」が大きな

判断材料になってしまう。 

       そこで、一般選抜の普通科受検校を決めるときのアドバイスを 
 

ポイント（１） 

◆君たちはよく「○○高校の上は、下は？」という表現を使う。確かに「受検生の実力テス

トの平均点」をとれば受検学力格差はある。 

 

しかし例えば、ある３校の受検生の集団を 

見れば、図アのではなく、図イのように受 

検学力は重なっているんだよ。 

理解できる？ 

 

                  合格したときにデータ的に集団の真ん中以上 

                  にいるだろうと考えられる普通科高校に進学 

すべきだと僕は考えています。 

 

    問題あるコメントかもしれませんが・・・ 

 

◆自分の受検学力に合った高校で頑張り、上位にいるほうが、なにかと可能性も広がってく

るかもしれないからね。（指定校推薦などが受けやすいし、就職する時も有利に働く） 

 蛇足ですが、高校名で変な優越感や劣等感を持つことがないように！ 

 

どこの高校へ行こうが、必ずその高校で頑張って努力している生徒はいる。 

君達もまた、そのような存在になることを僕は願っている。 

 

◆高校３年間を精一杯努力しろ！さぼるなよ！合格は終点ではなく、新たなスタートなんだ 

 からね。 

            ポイント（２）から（５）は次号の進路通信で 
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ガッコーなんて大嫌い 

瑠 璃 
 

「卒業式に泣くなんて馬鹿みたい」 

なんてひねくれていた私も 

もう卒業生 
 

ガッコーなんて大嫌いで 

数えきれないほどエスケープした 

気に入らないセンセーの授業なんて 

受けるのもかたっくるしかった 
 

私は何度この日を夢に見ただろう 

このガッコーという規則だらけの箱の中で 

何度この日を夢に見たろう 
 

これでこのガッコーともサヨナラできる 

って思ったら 

大きな塩水みたいなものが一粒 

唇に触れた 
 

うれし涙だな 

と.... 
 

私は思った 

 

                   授業日数あと 17 
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